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【手続補正書】
【提出日】平成31年3月15日(2019.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルの駆動に用いられるドライバＩＣであって、
　前記液晶表示パネルの複数の行配線又は複数の列配線のそれぞれに対して信号を出力す
る複数の出力チャネルと、
　前記複数の出力チャネルのそれぞれに対応する複数の出力バッファ回路と、
　予め設定されたチャネル数に応じて、前記複数の出力チャネルから信号の出力に使用す
る出力チャネルを選択する出力チャネル選択回路と、
を備え、
　前記複数の出力チャネルは、
　前記出力チャネル選択回路によって選択されている有効チャネルと、
　前記有効チャネル以外の無効チャネルと、
　を含み、
　前記有効チャネルの前記出力バッファ回路に異常が生じた場合、当該有効チャネルから
の信号の出力を継続するために、異常の生じた前記出力バッファ回路が、前記無効チャネ
ルの前記出力バッファ回路に自動的に切り替えられる、
ドライバＩＣ。
【請求項２】
　前記出力バッファ回路の異常を検出する異常検出回路と、
　セレクタ回路と、
　をさらに備え、
　前記セレクタ回路は、前記異常検出回路が前記有効チャネルの前記出力バッファ回路の
異常を検出した場合、異常が検出された前記出力バッファ回路を、前記無効チャネルの出
力バッファ回路に切り替える、
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請求項１に記載のドライバＩＣ。
【請求項３】
　前記異常検出回路は、前記出力バッファ回路が消費する電流に基づいて、前記出力バッ
ファ回路の異常を検出する、
請求項２に記載のドライバＩＣ。
【請求項４】
　前記異常検出回路は、前記出力バッファ回路が出力する信号の電圧レベルに基づいて、
前記出力バッファ回路の異常を検出する、
請求項２に記載のドライバＩＣ。
【請求項５】
　前記異常検出回路は、前記出力バッファ回路が出力する信号の周期に基づいて、前記出
力バッファ回路の異常を検出する、
請求項２に記載のドライバＩＣ。
【請求項６】
　前記異常検出回路は、複数の前記出力バッファ回路において共用される、
請求項２から請求項５のいずれか一項に記載のドライバＩＣ。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載のドライバＩＣと、
　前記ドライバＩＣによって駆動される液晶表示パネルと、
を備える、
液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項６のいずれか一項に記載のドライバＩＣの複数と、
　前記ドライバＩＣによって駆動される液晶表示パネルと、
を備え、
　複数の前記ドライバＩＣのいずれか１つはマスターモードに設定され、その他の前記ド
ライバＩＣはスレーブモードに設定され、
　前記スレーブモードに設定されたドライバＩＣは、前記マスターモードに設定されたド
ライバＩＣにて生成される制御信号に従って動作し、
　複数の前記ドライバＩＣのそれぞれにおいて、異常が検出された前記出力バッファ回路
を前記無効チャネルの出力バッファ回路へ切り替える動作は、当該ドライバＩＣが前記マ
スターモードか前記スレーブモードかに関わらず行われる、
液晶表示装置。


	header
	written-amendment

